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村上華林堂病院  広報誌「か・り・ん」

村上華林堂病院は、患者様の在宅療養をサポートする「機能強化型在宅療養支援病院」です

訪問リハビリテーション ／ 居宅介護支援事業所「かりん」 ／ 訪問看護ステーション「かりん」
通所リハビリテーション ／ サービス付き高齢者向け住宅「かりん」関連部門

月～金 午前 8：30 （9：00） 11：30
午後 1：00 （1：30） ～ 4：00

土曜日 午前 8：30 （9：00） 11：30

～

～ ※土曜日は午前のみ　※（　）内は診療開始時間

在宅診療 ／ 緩和ケア ／ 神経難病ケア ／ 糖尿病センター ／ 血液浄化療法センター（人工透析）

総合診療科 ／ 内科 ／ 老年内科 ／ 循環器内科 ／ 血液・腫瘍内科 ／ 脳神経内科
糖尿病・内分泌内科 ／ 腎臓内科 ／ 人工透析内科 ／ 消化器・肝臓内科 ／ 呼吸器内科
緩和ケア内科 ／ 眼科 ／ 整形外科 ／ リハビリテーション科

受付時間

専門診療

診療科目

2022

村上華林堂病院開院 40周年
サービス付き高齢者向け住宅かりん開設10周年

記念祭
特集号



　この度、医療法人華林会 村上華林堂病院40周年 ならびにサービス付き高齢者向け住宅「かりん」10周

年を迎えることができまして大変うれしく思います。

　村上華林堂病院は40年前の1982年に中津の医療法人杏林会 村上記念病院の分院として開院。1995年

に医療法人財団　華林会として独立いたしました。40年の間に120床の病床は、160床へ増床され、診療

科も大きく広がり、緩和ケアや神経難病、眼科、透析、在宅医療などの専門領域に加え、プライマリケアを中

心とした総合的な立場で地域医療に貢献することができるようになりました。そして10年前にはサービス

付き高齢者向け住宅「かりん」を立ち上げ、医療のみならず介護部門の充実を図れるようになりました。こ

れもひとえに地域の方々の協力のおかげであると感謝しております。いまだ新型コロナウイルスへの対応

に追われる中ではありますが、村上医家思想の中にある「医もまた自然に従う」の精神を絶やすことなく、

病む人を癒す気持ちをもって、これからも地域医療に貢献していく所存でございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。

開院４０周年を迎えて

　本院はめでたく設立40周年を迎えることができました。40年に亘って当院を支えて頂いた、地域の方々のご支

援に深く感謝をいたします。

　昨年度を振り返ってみると、新型コロナ感染症に翻弄された1年間でした。病院内での感染クラスターが発生

から、診療機能や地域との連携機能の一時的な停滞を余儀なくされました。新型コロナ感染症がもたらした混乱

は、地域における当院の役割について改めて考え直す機会を与えてくれたと思います。

　地域における当院の役割の根幹は、近隣の医療・介護・福祉施設と連携し、地域の高齢者が生活圏内で暮らし

続けていくことを入院設備のある病院として総合的に支援することです（地域包括ケアシステムを支える病院）。

言葉を変えれば、地域の方々が住みなれた場所で自分なりの納得した生活を送っていくことをお手伝いすること

です。これからも、近隣の介護・福祉施設とよりいっそう緊密に協力・連携して、患者様や家族、地域社会からの

ニーズに応えていきたいと思います。今後とも、地域の方々と共に歩む病院を目指して、職員一同、努力を重ねて

いきたいと思います。

開院４０周年によせて

　サービス付き高齢者向け住宅「かりん」は、平成25年8月1日　前理事長（菊池昌弘）の強い思いで開設しました。この地域の中

で、当法人が二次救急・ターミナル・透析・老人ホームまでを担う役割を果たして行こうという崇高な思いがあられたように感じて

います。開設にあたり、2つの目標を立てました。

　・職員の育成と生活を守り、「かりん」で働いてよかったと思える風土を作ること

　・介護・看護・医療が連携して、入居者の方が地域の中で普通の生活を営み、

　  安楽に尊厳を持って最期を迎えられ、みんなでお見送りをすること

①職員に関しては、質の高いケアをしようと様々な資格を取り、今ではほとんどの疾患に対して最期を看取ることができるまでに

成長しました。命を預かる大変な仕事ですが、誇りと自信を持ち更に成長していこうと謙虚に取り組んでいます。

②看取りについては、現理事長（菊池仁志）の大きな愛と病院関係者、特に訪問診療の協力が無かったら出来なかったと思いま

す。また、地域の公民館、保育園、施設など多くの方々のご協力で「かりん」が成り立っています。

　昨日より今日、今日より明日・・・職員一同、理念を軸に成長し続ける施設として、心新たに邁進して参ります。これからもご指導、

ご協力の程よろしくお願いします。

サービス付き高齢者向け住宅かりん「かりん」１０周年を迎えるにあたりご挨拶

村上華林堂病院開院40周年／サービス付き 高齢者向け住宅かりん開設10周年 記念祭

医療法人財団　華林会
理事長

菊池  仁志

サービス付き高齢者向け住宅かりん
施設長

野田  江美子

村上華林堂病院
病院長

司城  博志

記念式典



開院40周年・サ高住開設10周年記念祭！
たくさんの方にご来場いただき、ありがとうございました。

記念講演ではアクシスエボリュー

ション代表　田中 伸一 氏をお招きし

てご講演いただきました。地域の関

連施設の方々にもZoomを使用しオ

ンラインで参加いただきました。

記念講演

　新型コロナウイルス（第6波）も落ち着き始め
た4月頃、開院40周年に地域の方々を元気づけ
るイベントを企画したいという思いで、実行委員
会を立ち上げることになりました。
　イベントを成功させるには欠かせない壱岐南
校区自治協議会様、壱岐・野方商店連合様にも5
年前（35周年）同様にご協力の快諾をいただき、
7月2日まで残り少ない期間ではありましたが準
備を進めて参りました。
　当日は天候にも恵まれ、屋外ステージでは壱
岐丘中学校の吹奏楽部によるオープニング演

奏、ダンス、コーラス、太鼓、バンド演奏と多くの地域サークルがステージで
披露する姿や、それを観覧する方々の沢山の笑顔がとても印象的でした。

模擬店でも楽しそうに遊ぶ子供たちの姿が見られたことは、新型コロナウ
イルスに対応する私達のモチベーションにも繋がっていく思いでした。
　建物内においては、西陵高校美術部の作品展示、看護協会の協力による
血管年齢、脳年齢、肌年齢などの健康チェック、薬剤師の調剤体験、介護医
療相談など、病院らしいコーナーも設置し、それぞれ行列ができるほど大盛
況でした。
　遊びに来ていただいた方から『スタッフみんながすごく親切で、わたし達
お客さんを楽しませようと笑顔で楽しそうにしている様子が印象的だった』
とのお声もいただきました。
　今回のイベントが成功したのは、ご協力いただいた関係者様、来場され
た皆様が暑い中でも可能な限りマスクをして感染防止対策にご理解をい
ただいたからだと思います。
　これからも地域の医療機関として職員一同頑張って参ります。

記念行事実行委員長
放射線科

塚園  慎也

村上華林堂病院開院40周年／サービス付き 高齢者向け住宅かりん開設10周年 記念祭

アクシスエボリューション
代表

『掻愛すること、学ぶこと、生きること
～声を失ったダウン症の息子が気づかせてくれた
「人間的な成長」と「自分らしく幸せな生き方」』

田中  伸一 氏



診療科 医師氏名
月 火 水 木 金 土（午前のみ）

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 第1・第3 第2・第4   第5（10/29）

消化器・
肝臓内科

司城　博志 ● ● 予約のみ 予約のみ ●
●小山　洋一 ● ● ●

横山　昌典 ● ● ● ●

循環器内科

（リハビリ科）

星野　史博 ● ペースメーカー
外来 ● 10時～ 14時～ ●

有村　忠聴 ● ●

桒野　孝志 第1・3 第1・3

田代　浩平

令和 4年 8月 1日～外来診療担当医表 

白井　和之
第2・4・5 第2・4・5

腎臓内科 村田　敏晃 ● ● ●

血液・
腫瘍内科

柴田　隆夫 新患
総合外来 ● ● ●

工並　直子 ●

●

●

新患
総合外来

化学療法

● ●

●

●

●

髙松　　泰 ●

脳神経内科

菊池　仁志 ● ● ●

山田　　猛 ● 第3は10時～ ● ●

●

●

古田興之介

● 第2・4
新患総合外来

佐藤　真依 ●

●●

●
新患

総合外来

新患
総合外来

坪井　義夫 第4のみ

藤岡　伸助 ● ●

●

大石　文芽 ●

呼吸器内科
有冨　貴道 ● ● SASのみ ● ～15時 ●

串間　尚子 ●

糖尿病・
内分泌内科

吉田　亮子 新患
総合外来 ● ●

柳田　育美 ●

●小野　順子
● ● ●

矢野　沙織
●

●

整形外科
蒲原　光義 ● ● ●

荒木　　剛 ●

形成外科 前山　　徹

眼　科
野下　純世

交代制

● ●
交代制

● ●
交代制 交代制ファン・ジェーン ● ● ● ●

木場亜紀子 ● ● ● ●

訪問診療 田代　博史

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶
▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶
▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶
▶ ▶

▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶

▶ ▶ ▶ ▶

西鉄バスをご利用の場合　※下記路線バスにて「大河原バス停」下車

無料病院巡回バスをご利用の場合　※日祝日は運行いたしておりません

514

504

503

1

1-4

2

203 204

214

地下鉄
徒歩
車
バス

野芥ランプ出口


